
町の　人　口
（45年1月禾現在）

人　口　27，385
男　13，366
女　14，019

世帯数　7，422
前月との比較

人口△111世帯△32

3月20日（1970）

■Ｎｏ∴2611

毎月1回各家庭に配布
＿　一ふ・…・－壷

13月31日・て時効引櫻者特，轡付会
，引紡者特別交付金の請求の手柵卓をされまし

碑演45年3月31日までに請求をされませんと
ぞ輯後からは隋求されません。請求の事納毒を
していない人は今すぐ役場住民操で手紙尊をし
てください。手職音の方法やくわしいこｌとは住
民銀の係へｉ塞慮なくおたずねください。
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議
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譲
二
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査
委
員
　
小
　
柳
　
重
　
年
譲
二
員

2
月
2
2
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
、
水
巻
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
、
新
議
員
に
新
川
隆
昌
、
白
石
磯
久
男

の
親
展
を
速
び
ま
し
た
。

3
月
3
日
に
昭
和
4
5
年
第
2
回
定
例
議
会
か
開
催
さ
れ
、
鶴
長
に
栗
川
正
雄
、
副
議
長
に
高
橋
次
生
、
町

監
査
葺
に
小
柳
裏
年
の
各
議
良
を
選
出
し
ま
し
た
。

最
近
、
町
村
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
力
い
た
す
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

後
の
疲
弊
し
た
産
炭
地
域
町
村
の
共
通

し
た
悩
み
と
患
わ
れ
ま
す
が
、
財
政
力

の
低
下
に
逆
比
例
し
て
住
民
の
自
治
体

に
対
す
る
行
政
需
要
は
ま
す
ま
す
高
ま

り
、
そ
の
全
部
を
満
す
こ
と
は
と
う
て

い
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
状
態
で
あ
り

ま
す
。

し
た
が
っ
て
次
の
事
業
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
、
土
地
基
盤
整
備
に
つ
い

て鉱
害
復
旧
の
促
進
、
道
路
特
に
足
元

道
路
の
新
投
改
良
及
び
舗
装
化
。

細
川
、
曲
川
及
び
中
小
河
川
を
整
備

就
任
に
あ
た
り
町
民
の
み
な
さ
ま
に

ど
あ
い
さ
つ
と
同
時
に
、
わ
た
く
し
の

将
来
の
壷
に
つ
い
て
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

前
西
尾
町
長
の
急
逝
に
よ
り
去
る
2

月
2
2
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
選
挙
の
結

果
、
不
肖
わ
た
く
し
か
町
長
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

・
ど
承
知
の
と
お
り
政
治
経
験
に
乏
し

い
わ
た
く
し
か
町
長
と
い
う
重
席
に
ｌ
つ

き
、
い
ま
亨
ら
な
が
ら
そ
の
貫
任
の
‡

大
さ
を
痛
感
し
、
咄
意
を
も
っ
て
町
政

推
塩
に
あ
た
る
覚
悟
を
新
た
に
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

町
政
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
公
約

で
申
し
上
げ
た
ど
と
く
艮
織
に
よ
る
楕

潔
、
明
朗
で
公
平
な
住
民
の
た
め
の
政

治
を
行
な
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

良
識
に
よ
る
清
潔
．
で
、

明
朗
な
政
治
を

足
元
道
路
の
整
備
と
公
営
住
宅
の
誘
致
な
ど

水
巻
町
長

こ
の
点
を
町
民
の
み
な
虻
ま
に
は
じ

ゆ
う
ぶ
ん
ど
理
解
し
て
い
た
だ
き
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
以
下
行
政
の

方
針
に
つ
い
て
醜
明
を
敦
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

前
町
長
か
「
明
る
い
住
み
よ
い
勤
労

者
の
町
づ
く
り
」
の
た
め
に
草
恩
的
に

実
施
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

牌
き
踏
襲
し
そ
の
宛
成
を
目
指
し
て
努

伊
　
藤
・
衛
　
門

し
て
住
み
よ
い
町
に
す
る
。

ｌ
「
畏
生
乳
定
①
施
策
に
つ

い
て

青
田
改
良
住
宅
の
建
設
、
公
田
、
公

社
、
県
営
な
ど
公
営
に
よ
る
住
宅
の
誘

致
な
ど
に
カ
を
注
ぎ
居
住
の
安
定
を
図

る
。福

祉
施
投
な
ど
に
つ
い
て
は
整
備
に

努
力
し
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
し
、

な
お
老
人
、
身
障
者
、
児
童
対
策
に
つ

い
て
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
配
慮
す
る
考
え
で

あ
り
ま
す
。

三
、
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

都
市
近
郊
に
お
け
る
中
小
商
工
業
の

経
営
に
つ
い
て
は
色
々
な
苦
労
も
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
指
導
育
成

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
町
づ
く
り
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
推
進
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
米
生
産
に
よ
る
減

反
問
題
な
ど
真
剣
に
取
り
組
み
、
都
市

近
郊
の
利
点
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
生
か
せ

る
経
営
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

な
お
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
本
町

の
所
致
条
例
に
基
づ
く
公
害
の
な
い
、

し
か
も
中
心
企
業
に
な
り
う
る
企
業
を

所
致
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

四
、
教
育
施
設
の
整
備
に
つ

い
て

基
地
周
辺
民
生
安
定
法
を
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
活
用
し
た
計
画
に
基
づ
き
、
従
来

の
方
針
通
り
教
育
施
投
の
整
備
を
図

り
、
又
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
も
教
育

委
員
会
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
協
議
し
、
そ
の

向
上
を
図
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

五
．
、
右
に
述
べ
た
重
点
施
策
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
財
政
力
の
確
立
の
必
要

は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
内
に
は
税
制
の
確
立
、
冗
蛍
の
節

的
を
は
か
る
と
共
に
、
外
に
対
し
て
て

ほ
国
県
補
助
金
の
増
額
要
請
、
特
に
交

付
税
の
増
額
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
姿

勢
を
示
し
、
健
全
財
政
の
確
立
に
努
力

致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

・
町
長
就
任
に
あ
た
り
わ
た
く
し
の
所

借
の
一
柵
を
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
の
目

的
達
成
に
は
幾
多
の
困
難
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
町
民
み
な
さ
ま
の
ど
理

解
と
ど
協
力
の
程
を
切
に
お
願
い
致
ん

ま
す
。

隣組単位の納税組合を
共かせぎ家庭の増加のため自主納税が困難になりました。解

決策として隣組を単位とした納税組合をつくりたいと思ってお

ります。納税組合の利点は次の表のとおりです。群しくは財政
課徴収係までお問いあわせください。

計算例

区分 ＼ 種別納期内完納組合年度末完納組合年度末未納組合
（∋納税戸数 20戸 20戸 20戸
② 納税金額 50，000 ｌ‘ 50，000 50，000
◎蘭否裏手雪 1，000 ． 1，000 ‾‾1 ，000

（り世 帯 副 20芦×100・ 20声×100 20戸×100
2 000 ’ｒ．2，000 2，000

⑤ 譜 ．の4 豊 鵠 ×孟

0

豊 霊 ×孟

0

豊 霊 ×品

．5，000
⑥ 露 末末

① 慧納舶
＝昌6300×孟 男ら300×孟

0

⑨＋④＋⑤
＋⑦　 計

5，500 ・5，100 4，60．0

※㊥の納税金額は納税組合員が納めるすべての税金の合計です

県
立
小
倉
、
直
方
聾
学
校
で
は
次
の
要
領
で
入
蛍
着
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

二
人
蛍
顛
格

の
滴
3
才
以
上
に
な
っ
た
人
。

③
耳
の
圃
孔
が
悪
く
、
普
通
の
学
校
で
は
蛍
脅
困
難
な
人
。
・

幼
稚
部
（
2
年
間
）
、
小
学
部
（
6
年
間
）
、
中
学
部
（
3
年
間
）

《
入
学
者
募
集
》

高
等
部
（
3
年
間
）

二
、
入
学
者
に
は
国
の
補
助
金
か
で
ま
す
。

三
、
申
し
込
み
期
日
　
3
月
3
1
日
ま
で

入
学
の
手
続
き
、
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
町
教
育
委
員
会
（
⑳
0

4
0
3
）
、
策
倉
聾
学
校
）
⑳
3
6
0
0
）
、
蓋
輩
学
校
（
③
5

3
5
ュ
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
議
員
の
か
お
ぶ
れ

み
な
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
、
こ
れ
か
ら
一
年
余
、
水
巻
町
議
会
聾
と

し
て
つ
と
め
る
新
議
員
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
立
候
補
届
出
順
）
　
は
じ
め
か
ら
氏
名
、
年
令
」
練
兵
以
外
の
職

業
、
住
所
、
所
属
党
派
、
元
現
新
別
、
当
選
回
数
、
所
属
委
員
会

新
川
隆
昌
（
し
ん
か
わ
た
か
ま
き
）
　
白
石
磯
久
男
（
し
ら
い
し
善
く
を
）

5
3
才
　
会
社
員
　
高
尾
区
　
無
新
　
　
4
2
才
商
業
　
吉
田
一
知
新

勺一．号－り（．軸
－．11111－－1111．ｔ－ｌｌｌＨｔｔ　．Ｈｔｌｌｌ．ｌＵｌトＨけｔＰ ｔＩｌｌ．1■ｔｈｌＨＨｌｔＰ411Ｈｌｌ一一11111■

みずほ団地分譲住宅

購入者募集

遠賀郡水巻町大字伊佐座

3月23日～・3月27日

午前10時・－午後4時

水巻町役場管財裸住宅係

場所　4月2日　午後1時

町役場別館

40戸

5月中旬頃

1郎50円

．・建投場所

・受付期間

・受付場所

・抽ｊ箪日時

・廣彿戸数
・入居予定

・申込書

※　案内書は次の所にあります。

・水巻町役場住宅係

・八幡区役所市民相談室

無
縁
墳
墓
の
改
葬
に
つ
い
て
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．
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ｔ
．
ｔ
ｌ
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ｌ
ｉ
－
．
事
．
茎
蔓
‡
＿
一
ｔ
暮
雪
書
事
ｔ
重
電

悌
会
械
貴
　
需
川
正
雄
　
　
町
轍
会
縫
葺
の
重
資
を
任
せ
ら
れ
る
こ

民
の
み
な
さ
ま
の
ど
協
力
を
得
て
、
職
的
に
も
羊
大
な
時
期
で
あ
り
ま
す
。

責
を
全
う
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

議
長
就
任
に
あ
た
り
町
民
の
み
な
さ

ま
に
一
昔
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま

す
。

二
二
月
四
日
の
本
会
磯
に
お
い
て
、
繊

ダ
各
位
の
ど
推
せ
ん
に
よ
り
ま
し
て
、

議
会
の
円
満
な
運
営
と

住
民
福
祉
の
優
先

議
会
議
長
　
栗
　
川
　
正
　
雄

も
と
よ
家
．
鮎
非
才
な
わ
た
く
Ｌ
で
．
ど
承
知
の
よ
う
に
本
町
は
炭
硯
斜
陽

あ
り
ま
す
が
　
穣
艮
各
位
を
は
じ
め
町
　
札
に
よ
っ
て
行
政
的
に
も
、
ま
た
財
政

現
議
会
も
あ
と
一
年
余
の
任
期
で
あ

り
ま
す
が
、
機
会
民
主
々
機
に
基
づ
く

議
会
の
円
満
な
運
営
と
、
住
民
福
祉
を

優
先
し
、
明
る
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
町
執
行
郡
と
協
力
し
あ

っ
て
そ
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
て
行

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

き
び
し
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
町

で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ま

の
書
巻
よ
り
多
く
議
会
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
お
誓
い
し
、
犠
長
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
に
か
え
ま
す
。

・
墓
地
所
在
地
　
金
沢
市
野
田
町
野
田

山

・
墓
地
名
市
営
野
田
山
基
地

・
届
出
期
日
　
昭
和
4
5
年
5
月
3
1
日

・
届
出
先
　
石
川
県
金
沢
市
広
坂
1
丁

目
1
番
1
号
　
金
沢
市
役
∵

所
厚
生
部
衛
生
裸

・
墓
地
の
所
在
地
　
福
岡
県
嘉
穂
郡
桂

川
町
大
字
土
師
字
松
ヶ
浦

9
百
4
2

・
届
出
期
限
　
昭
和
4
5
年
4
月
3
0
日

・
連
絡
先
　
楯
岡
県
鼻
穂
郡
桂
川
町
土

居
4
百
2
1
番
地
3

桂
川
町
役
場
民
生
抹

・
墓
地
の
所
在
地
　
福
岡
県
八
女
郡
立

花
町
大
字
山
崎
字
倉
谷
5

百
7
3

・
届
出
期
限
　
昭
和
4
5
年
4
月
4
日

Ｊ
出
先
福
岡
県
八
女
郡
立
花
町
彗

字
原
島
9
5
の
1
－

ノ
　
　
飛
形
土
地
改
艮
区
窺
専
長

小
塩
一

・
墓
地
の
所
在
地
．
靖
同
県
田
川
郡
方

城
町
大
字
伊
方
4
7
8
6

番
地

・
届
出
期
限
　
昭
和
4
5
管
月
3
0
日

・
届
出
先
楯
岡
県
田
川
郡
方
城
町
大

字

伊

方

4

4

4

8

1

2

方
城
町
役
場
総
務
操

・
墓
地
の
所
在
地
及
び
名
称
．
高
校
市

桜
町
2
丁
目
7
百
3
4
　
柳

三
味
基
地
。
高
松
市
桜
町

2
丁
目
千
9
7
　
柳
三
昧
光

義
地

・
届
出
期
限
　
昭
和
4
5
年
3
月
3
1
日

・
届
出
先
　
高
松
市
番
町
1
丁
目
8
番

1
5
号
。
高
松
市
建
陛
邪

．
都
甫
軒
画
裸

・
入
所
児
募
集

れ
　
町
蕃
所
で
は
次
の
と
お
り
入

～
所
児
嘉
募
集
し
て
い
ま
す
。

…
○
管
保
育
所
（
頃
香

3
才
児
以
上
　
1
0
人

冊
○
管
保
育
所
（
古
賀
区
）

3
才
児
以
上
　
2
0
人

町
立
保
育
所

○
喜
市
役
場
住
民
探
及
び
棺
Ｗ

祉
施
投
梯

※
保
育
所
へ
入
所
で
き
る
幼
児
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
福
祉
施
投
蛛
（
⑳
4
1
9
1
）

ま
で
轟
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

1．°ｅ．．．1．．▼．°°ｌ…－．▼．1．▼1．一

つ
つ
し
ん
で
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

つ
ぎ
の
方
か
ら
香
典
返
し
、
全
快

祝
返
し
に
か
え
多
額
の
金
品
を
社
会

福
祉
協
繊
会
に
ど
寄
贈
い
た
だ
尊
ま

し
た
。こ

こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ど
め
い
碑
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
㍉

）
大
庭
バ
ツ
エ
様
、
故
松
尾
連
次
郎

様
（
折
尾
大
膳
）
松
尾
勝
夫
様
、
故

石
橋
キ
ク
ヨ
様
（
頃
宋
商
工
会
）
大

山
節
子
棟
、
故
矢
野
俊
次
様
（
猪
熊

）
矢
野
峻
様
、
故
永
渦
潮
様
（
伊
佐

座
）
永
摺
英
和
様
、
故
大
原
フ
デ
棟

（
猪
熊
町
住
）
大
原
ハ
ル
エ
棟

故
日
吉
照
久
棟
（
築
上
郡
）
自
書
会
快
祝
　
青
田
喬
樺
（
下
ニ
）
、
赤

守
夫
樺
、
故
大
底
萌
棟
（
古
賀
県
住
畳
貫
正
（
丸
ノ
内
）

郵
便
番
号
は
住
所
の
一
部
で
す
。
お
忘
れ
な
い
よ
う
に
。


